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迷 走神経切 断 マ ウ ス に 発 生 す る胆 石 形 成 に お

よぼす大柴胡湯の 作用
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　 目的 ；迷走 神経切断後に 胆 石が形成 され易い こ とが報告 されて い る。 そ こ で 、 胆石形成 を

抑 制する こ とが報告 され て い る大 柴胡湯を用 い、迷 走神経切断後 の 胆石形成 の 予防効果に つ

い て 検討 し た 。

　 方法 ： ICR 雄性 マ ウ ス （4 週齢） を用 い 、 経腹 的に幹迷走神経切断術 （幹迷切）を行 い 、

胆石形成食（0，5 ％ コ レ ス テ ロ
ー

ル
、 0．25％ コ ール 酸含有）および大柴胡湯食 （0．5％ 大柴胡場

含有）を 5 週間投与 した 。 測定項目と して 、 胆石形 成率 、 胆嚢胆汁中の 脂質濃度 （コ レ ス テ

ロ ール 、 リ ン 脂質、 総胆 汁酸 および胆汁酸分画） 、 胆 汁中蛋 臼量お よび肝臓中 コ レ ス テ ロ ー

ル 濃度 を測定 した 。 Lithogenic　index は Thomas と Heffmann の 式 よ り算出 した 。

　結果 お よび考察 ；幹迷切後の胆石形成率は 72 ％と幹迷切 を行わな か っ た群の 50 ％ に比 べ

有意に増加 して い た。 Lithogenic　indetは両群間に差は認め られな か っ たが、胆嚢胆汁は

コ レ ス テ ロ
ー

ル 過 飽和状態 を 示 して い た 。

一
方、胆汁中蛋 白量は幹迷 切群が有意 に 高値を示

した 。 そ こ で 、 大柴胡湯 食を幹迷切 マ ウ ス に投与 した 。 胆石形成率は大柴胡湯を投与しなか

っ た群 （対照群） よ りいずれ の時期に おい て も低値を示し、 胆石形成が抑制され る傾向が 認

め られた 。 胆汁中 コ レ ス テ ロ ー
ル 濃度は 3週 目に お い て 対照群が 14．・5 ± 1．　7μ m ・ 1／ml （14．4

± α 3％）、大 柴胡湯投与群が 9．　5 ± O．　7　ll　mo レ
Xml

（48 ± O．　3％）、 　5 週 目 に お い て もそれぞ

れ 15．　8± 1．　6μ mol ／m 且（8．　1 ± O．7％）、6．4± 0．6 μ mol ／皿1（5．　3± 05 ％）と大柴胡湯投与

群が 有意に 低 値 を示 した 。 ま た 、 総胆汁酸濃度は モ ル 比 に お い て 大柴胡場投 与群 で高値を示

し、 LitbOgenic　index は 有意に低値を示 した 。 胆 汁中蛋 臼量 も大柴胡湯投与に よ り、いず

れ の時期 に お い て も対照群に 比 べ 有意に低値 を示 し た 。 すな わ ち、大柴胡湯投与は胆汁中 コ

レ ス テ ロ
ー

ル 濃度 を低下 させ る こ と に よ り胆汁の Lithogenic 三ty を低 下 させ る こ とが判 明

し た 。 さらに最近 で は 、 胆 石形成の 因子 として nucleation 　time が注 目され 、 こ れ に影響す

る もの として 胆汁中蛋白の関与が 報告されて い る。 大柴胡湯投与は 、 幹迷切後の胆汁中蛋 臼

量 の増加 を抑 え、 nucleation 　time の短縮 を抑制する可能性が考 え られ た 。

　結晤 ：以上 の結果 よ り・ 大柴胡湯投与は 胆汁の Lithogenicity を低下 させ 、 さ らに 胆汁

中蛋白量を低下 させ る こ とに よ り幹迷切後の 胆石形成を抑制す る可 能性が 示唆 された 。
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